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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 
日本の伝統的な町並みは、屋根や庇、壁面、門扉などのさまざまな厚みを持つ構成要素
により、凹凸の多いファサードを形成している。一方、現代になってから建設された建築
物は、大きな壁面により構成された凹凸の少ないファサードであり、これらが混在した町
並みへと変容しつつある。このような現状に対し、伝統的建築物群保存地区の保存整備計
画では、伝統的建築物の構成要素の一部の種類に、色彩や材料について個別に基準が定め
られている。しかし、構成要素の属性（種類、色彩、形状）の関係や、構成要素同士の構
成について言及されていない。構成要素の属性間の関係や立体的形状について分析する必
要がある。また、3 次元の町並みの歩行時には、視点の移動に伴いある構成要素の出隅の
背後に隠れている構成要素が現れる現象が生じる。このときの背後に構成要素を隠す出隅
「遮蔽縁」と、その背後から見えてくる「出現要素」が、歩行に伴う町並みの見え方の変
化を特徴付けるのに大きな役割を果たすと考える。そこで、「遮蔽縁」や「出現要素」に着
目し、歩行に伴う町並みの見え方の変容の特徴を捉えることが、伝統的な町並み景観の保
全における新たなデザイン手法の提案につながると考える。  
以上から本論文は、伝統的町並みのファサードの構成要素の特徴や、歩行に伴う町並みの
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見え方の変容の特徴を明らかにし、景観保全に貢献しうる知見を得ることを目的とする。
そのために、伝統的町並みがもつファサードの立体的構成に着目し、これを捉えるための
2 種類の分析手法、すなわち帰納論理プログラミングを用いたファサードの構成要素の属
性の共起関係の分析、およびファサードの 3 次元モデルを用いた遮蔽縁の定量的分析を提
案する。分析対象は両手法とも、伝統的建築物群保存地区に指定されている京都市の祇園
新橋地区および産寧坂地区である。  
町並みのファサードに関連する既往研究では、立面図における色彩や材料などの個別の属
性の特徴に関する分析に留まっており、立体的形状について言及されていない。それに対
し、本論文では立面図上の各構成要素に厚みを与えることにより、構成要素の立体的形状
に言及する。また、「遮蔽縁」に関連する既往研究では、連続静止画を用いて歩行に伴い遮
蔽縁の背後における現れ方の特徴的なパターンを取り上げ、視点の移動に伴いそれらがど
のように移り変わっているのかを示している。それに対し、本論文ではさまざまな大きさ
のファサードの構成要素を取り上げ、すべての「遮蔽縁」や「出現要素」を抽出し、歩行
に伴うそれらの数量的変化を詳細に分析する。  
 第 1 章では、両地区の伝統的町並みのファサードの構成要素の属性の特徴を把握するた
めに、ファサードの構成要素の属性の共起関係の分析を行う。分析対象は、祇園新橋地区
新橋通りの両側に面する 29 軒、産寧坂周辺の両側に面する 20 軒であり、両地区ともに伝
統的建築物を対象とする。まず、両地区の 4 つの属性（種類、壁面上の配置、色彩、立体
的形状）をもつ構成要素の集合としてデータ化した上で、機械学習の一種である帰納論理
プログラミング（ILP）を用いて、各地区に固有な構成要素の属性の共起関係を表す規則、
すなわち両地区のファサードの相違を識別する規則を発見した。  
その結果、祇園新橋地区では、欄間や簾、駒寄などの祇園新橋地区の伝統的建築物の構成
要素の種類や色彩に言及する規則が得られたのに対し、産寧坂地区では、商品や暖簾など
の店舗に置かれる構成要素の種類や立体的形状に言及する規則が得られた。これらの規則
から、「祇園新橋地区では、黄土色の真壁造り京壁が 1 階に配置される」のような複数の
相異なる属性の共起関係や「産寧坂地区では濃灰色で奥行き 500mm 以上の軒または庇が
設けられる」のようなファサードの立体的形状についての特徴が明らかになった。これら
の特徴は、現行の伝統的建築物群の保存整備計画では言及されていない知見である。また、
祇園新橋地区において、現代になってから改築または新築された幾つかの建物のファサー
ドは、これらの規則に当てはまらず、改善の余地があると考えられる。また両地区の規則
を比較することにより、「黄土色は祇園新橋では 1 階部分に使われるが、産寧坂地区では 2
階部分に使用される」という対照的な傾向もみられた。  
 第 2 章では、3 次元の町並みの歩行時の視覚的体験に着目し、「遮蔽縁」やその背後から
見えてくる「出現要素」の見え方の変容について定量的分析を行った。分析対象は、祇園
新橋地区新橋通りの東方向の歩行時、産寧坂の上り方向と下り方向の歩行時である。まず、
歩行に伴うファサードの見え方の変化の過程を、街路に沿って 1.8ｍ間隔で直線移動する
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視点から見た透視図のシークエンスとしてデータ化した。次に、詳細な現地調査にもとづ
き、CAD で両地区のファサードの忠実な 3 次元モデルを構築し、これらの 3 次元モデル
と視点の情報から、「遮蔽縁」を自動検出して透視図上に表示するプログラムを作成した。
これを用いて、本論文では、「遮蔽縁」の本数や見かけの長さと、「遮蔽要素」および「出
現要素」の数や関係、の 2 つの観点から分析を行った。  
まず、両地区の街路の歩行時に見える「遮蔽縁」の数や見かけの長さなどの変容を方向別
（垂直方向・進行方向・左右方向）および見かけの長さ別（S・M・L）の推移により詳細
に分析し、各地区の特徴的な視点場とその空間構成について明らかにした。新橋通りでは、
駒寄が減少する視点場での進行方向の「遮蔽縁」の顕著な減少、袖壁が増加する視点場で
の垂直方向の「遮蔽縁」の顕著な増加、通りと直交する路地により建物同士が離れて建つ
視点場での左右方向の「遮蔽縁」の顕著な増減、がみられた。産寧坂の上り方向では、店
舗内部に置かれている商品が歩行に伴い次第に現れる視点場での垂直方向かつ見かけの長
さ S および M の「遮蔽縁」の本数の増減、通りと平行に配置している庇や暖簾が多い視
点場での進行方向かつ見かけの長さ L の「遮蔽縁」の顕著な増減、がみられた。また、産
寧坂の下り方向では、坂の最上段から一度にすべての石段が出現する視点場で、左右方向
の「遮蔽縁」が急激に増加している。以上のように、各地区の「遮蔽縁」の推移の特徴的
な視点場における空間構成の特徴を示すことが出来た。  
次に、構成要素の輪郭の一部が遮蔽縁になっている「遮蔽要素」とその背後から見えてく
る「出現要素」の数の推移や種類を分析した。その結果、各地区の以下のことを明らかに
した。①「出現要素」が特に多い視点場、②「遮蔽要素」と「出現要素」の種類の共起関
係、③垂直方向・進行方向・左右方向のいずれの向きの遮蔽縁から、何個の要素が何回の
視点移動に渡って出現するかを表す出現パターン。  
新橋通りの歩行時では、改築された建物の 2 階分の高さの壁面、大きな樹木、ニッチ状の
玄関脇の壁面の背後から出現する場面で、特に多くの要素が出現する。また、「遮蔽要素」
と「出現要素」の種類の主な共起関係は、出格子窓と駒寄の背後における壁面の出現や、
袖壁の背後における格子戸の出現である。また、産寧坂には見られない新橋通りの固有な
出現パターンは、同一の垂直方向と進行方向の「遮蔽縁」から連続して出現する現れ方、
すなわち出格子窓と駒寄の背後における複数の要素の出現である。  
産寧坂の上り方向の歩行時では、店舗内部に陳列される多くの商品が出現する場面、袋小
路に面して存在する建築要素やしつらえ要素が出現する場面で、特に多くの要素が出現す
る。また「遮蔽要素」と「出現要素」の種類の主な共起関係は、通りと平行に位置する庇
の背後における壁面の出現、飾り窓やガラス戸の背後における商品の出現であり、階段傾
斜地に建つ町並みと店舗を構える町並みの両者の特徴を併せ持っている。また、新橋通り
にはみられない産寧坂の上り方向に固有の出現パターンは、進行方向の「遮蔽縁」からの
出現、すなわち通りに平行して位置する庇の背後における出現である。  
産寧坂の下り方向の歩行時では、坂の最上段から一度にすべての石段が出現する場面で、
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特に多くの要素が出現している。「遮蔽要素」と「出現要素」の種類の主な共起関係は、石
塀の背後における商品や棚の出現、看板の背後における商品や棚の出現である。また、新
橋通りには見られない固有の出現パターンは、左右方向の遮蔽縁からの出現、すなわち石
段の背後における出現である。  
 本論文では、伝統的建築物群保存地区に指定されている祇園新橋地区と産寧坂地区を対
象に、伝統的町並みのファサードの構成要素の属性の特徴や、歩行に伴う町並みの見え方
の変容の特徴を明らかにすることを目的とした。第 1 章では、帰納論理プログラミングを
用いて、ファサードの構成要素の属性（種類、壁面上の配置、色彩、立体的形状）の共起
関係を分析し、両地区のファサードの相違を識別する規則を発見した。第 2 章では、3 次
元の町並みの歩行時における視覚的体験に着目し、CAD 上に再現した両地区のファサード
の 3 次元モデルから、「遮蔽縁」と「出現要素」を自動検出し、「遮蔽縁」やその背後の「出
現要素」の見え方の変容について定量的な分析を行った。  
従来の町並みの研究が、色彩や要素の種類といった同一の属性での分析や、立面図の分析
に留まっていたのに対し、本論文では、相違なる属性の共起関係や、3 次元の町並みの歩
行時における見え方の変化を捉えるための分析手法を提案し、構成要素の立体的形状の特
徴や複数の属性の共起関係に言及した特徴、歩行に伴い構成要素が出現する際の、「遮蔽要
素」と「出現要素」の種類の関係や出現パターン別の構成要素の配置の特徴に関する知見
を得ることが出来た。  
 
 
論文審査並びに最終試験の要旨 
 
 
 本論文は、伝統的町並みのファサードの構成要素の特徴や、歩行に伴う町並みの見え方
の変容の特徴を明らかにし、景観保全に貢献しうる知見を得ることを目的とする。そのた
めに、伝統的町並みがもつファサードの立体的構成に着目し、これを捉えるための 2 種類
の分析手法、すなわち帰納論理プログラミングを用いたファサードの構成要素の属性の共
起関係の分析、およびファサードの 3 次元モデルを用いた遮蔽縁の定量的分析を提案し、
実際の町並みにおいて分析を行っている。分析対象は両手法とも、伝統的建築物群保存地
区に指定されている京都市の祇園新橋地区および産寧坂地区である。 
 第 1 章では、ファサードの構成要素の属性の共起関係の分析を行っている。町並みのフ
ァサードを、4 つの属性（種類、壁面上の配置、色彩、立体的形状）をもつ構成要素の集
合としてデータ化した上で、機械学習の一種である帰納論理プログラミング（ILP）を用
いて、各地区に固有な構成要素の属性の共起関係を表す規則、すなわち両地区のファサー
ドの相違を識別する規則を発見している。その結果、これらの規則から、「祇園新橋地区で
は、黄土色の真壁造り京壁が 1 階に配置される」のような複数の相異なる属性の共起関係
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や「産寧坂地区では濃灰色で奥行き 500mm 以上の軒または庇が設けられる」のようなフ
ァサードの立体的形状についての特徴が明らかにされている。これらの特徴は、現行の伝
統的建築物群の保存整備計画では言及されていない知見である。また、祇園新橋地区にお
いて、現代になってから改築または新築された幾つかの建物のファサードは、これらの規
則に当てはまらず、改善の余地があることを指摘している。さらに両地区の規則を比較す
ることにより、「黄土色は祇園新橋では 1 階部分に使われるが、産寧坂地区では 2 階部分
に使用される」という対照的な傾向も指摘している。  
 第 2 章では、3 次元の町並みの歩行時の視覚的体験に着目し、遮蔽縁やその背後から現
れる構成要素の見え方の変容について定量的分析を行っている。まず、歩行に伴うファサ
ードの見え方の変化の過程を、街路に沿って 1.8ｍ間隔で直線移動する視点から見た透視
図のシークエンスとしてデータ化している。次に、詳細な現地調査に基づき、CAD で両地
区のファサードの忠実な 3 次元モデルを構築し、これらの 3 次元モデルと視点の情報から、
遮蔽縁を自動検出して透視図上に表示するプログラムを作成した。これを用いて、両地区
の街路を歩行した時に見える遮蔽縁の数や見かけの長さなどの変容を詳細に分析し、各地
区の特徴的な視点場とその空間構成について明らかにしている。さらに、構成要素の輪郭
の一部が遮蔽縁になっている「遮蔽要素」とその背後から見えてくる「出現要素」の数の
推移や種類を分析している。その結果、各地区の以下のことを明らかにしている。①出現
要素が特に多い視点場、②「遮蔽要素」と「出現要素」の種類の共起関係、③垂直方向・
進行方向・左右方向のいずれの向きの遮蔽縁から、何個の要素が何回の視点移動に渡って
出現するかを表す出現パターン。  
 結語では、各章で得られた知見をまとめるとともに、全体を総括している。  
 以上本論文は、従来の日本の伝統的町並みの研究が、色彩や要素の種類といった同一の
属性の中での分析や、ヨーロッパの平坦な町並みの研究のための手法である立面図の分析
に留まっていたのに対し、相異なる属性の共起関係や、立体的構成をもつファサードにお
ける歩行時の見え方の変化を捉えるための新たな分析手法を提案している。これらから得
られた知見は、日本の伝統的町並みの特徴をより的確に捉えるための新たな観点を示して
おり、今後のデザインコントロールに貢献しうるものである。本研究は、景観整備、情報
科学、空間知覚の分野を横断するものであり、その創造性と発展性は十分に評価できる。  
 また、平成 31 年 1 月 16 日に行われた公聴会においては、多くの質疑やコメントを受け、
それに対して申請者は適切に答弁することができた。  
 以上の結果から、本論文は、博士後期課程の学位申請論文として、十分な価値があるも
のと認める。  
